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これまでの取組と今回の内容 （前回提示の事業全体ｽｹｼﾞｭｰﾙ案）

1

事業全体 ～R4 R5～

インフラの観光資源化
全体の進め方

モデル地区における自走化に向けた支援

モデル地区 ～R4 R5～

各
地
域
に
お
け
る
検
討

運営体制の構築

インフラ施設見学の深度化・ 地
域の観光資源と連携した内容の
検討

インフラツーリズムの実践

協議会の立ち上げ

地域観光資源との連携（インフラとの「ストーリー」構築）

コンテンツの検討
見学・体験の運営体制の構築

運営体制の検討

運営体制の構築（ツアー事業者）

モニターツアー等の実施

旅行商品の造成

販売戦略の構築

必要に応じてアドバイス
（地域が主体の有料ツアー開始）

手引き改訂

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
中
間
総
括

引き続き支援を実施

取組の評価

中間総括を踏まえた
今後の取組の検討
（全国展開の方策）

更なる
取組の展開

中
間
総
括

モデル地区における支援

【資料２】各モデル地区の中間総括

【資料３】
拡大の手引き改訂版（案）

【資料４】
中間総括と今後の方針



前回の議論 （第９回有識者懇談会 令和４年９月２１日）

2

モデル地区の進捗状況と今後の予定

「インフラツーリズム拡大の手引き」改訂の骨子案

■ 第９回懇談会でいただいた主なご意見

• 何のためにインフラを活用した観光振興を行うのか、曖昧になっている。原点を確認すべき。

• 各地域の課題と今後の実施方針をまとめ、これをもって卒業してもらう必要がある。
目的をもって取り組まないと本当の意味での自走にならない。

• モデル地区の当初の目標を整理した上で、卒業させる地域ともう少し支援する地域を明確にし、
多様性を持った新たなモデル地区の検討が必要ではないか。

• 卒業しても、フォローアップ体制を作ることで今後につながるのではないか。

• インフラツーリズムの理念の部分が欠けている。現場に浸透するような内容にするべき。

• 観光についてのマクロな情報ではキーポイントが分からない。
観光がなぜ大事なのか、インフラツーリズムに引き寄せた書き方が必要。

• 地域でインフラツーリズムがどのような機能を果たすのか、どこが主体となるのか、施設管理者が
イメージできると良い。

• 手引きが作成された後、活用されずに終わってしまうことがないようにフォローが必要。

資料４
全体の
中間総括

資料２

モデル地区の
中間総括

資料５

今後の予定
（事業全体ｽｹｼﾞｭｰﾙ）

資料３

拡大の手引き
改訂（案）

今回のご説明資料



今回の有識者懇談会における議論内容

【論点】

各モデル地区のこれまでの取組の中間総括について

⇒各モデル地区における今後の実施方針の確認

⇒R5年度以降も引き続き支援する箇所と、社会実験を終了する
箇所の選別

拡大の手引き改訂版（案）について

⇒公表に向けた内容の確認

事業全体の中間総括について

⇒今後の取組の方向性（案）についてのご意見
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